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１．研究計画の概要 
 
 自己組織化プロセスを利用した、新しいナ
ノ構造形成技術の開発とナノデバイスの構
築を目指し研究を推進。また、省エネルギー、
高集積化、高速演算を可能にする次世代エレ
クトロニクスの有望な基幹材料として、電気
双極子秩序（強誘電性）とスピン秩序（強磁
性）を単一相の中で融合したマルチフェロイ
ック物質の創製を行うとともに、シリコン系
材料との融合による高次機能調和デバイス
の開発を実施。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 生成物質の組成ずれが少なく、多様な化学
種に適用可能であるパルスレーザー蒸着法
(PLD 法)を用いた低次元構造形成技術を確立
した。さらに、ガーネットフェライト薄膜に
おいて、基板との格子不整合による面内引張
り歪効果を導入することにより、室温で双極
子-スピン秩序が同時発現することを発見し
た。 
 
３．現在までの達成度 
 
 順調に研究が進んでおり、達成度は100％ 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
ナノワイヤと巨大電気磁気物質の融合に

より、マルチフェロゲートスピン FETの作製
を行う。課題となるのは、マルチフェロイッ
ク層のゲート電極層上での結晶成長の制御
である。現在の単純な薄膜形成手法では、マ

ルチフェロゲート絶縁層は、絶縁体基板上で
しか成長させることができない。より高温で
適用可能な固相反応エピタキシー法を駆使
し、さらには最適なバッファ層の導入（SrZrO3、
CeO2）により、良伝導性基板上(ITO、Si)への
高配向かつ低欠陥濃度のマルチフェロイッ
ク薄膜のエピタキシャル成長を目指す。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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